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特  集

こ
ん
に
ち
は
。台
湾

　

平
成
30
年
8
月
23
日
、
台
北
市
内
に
あ

る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル
台
北（
国
賓
大
飯

店
）で
笠
間
市
の
台
湾
交
流
事
務
所
開
設
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
約
1
4
0
人
の
関
係
者
が

出
席
。
日
本
側
か
ら
は
日
本
台
湾
交
流
協

会（
国
交
の
な
い
台
湾
に
お
け
る
大
使
館
の

役
割
を
有
す
る
）
の
沼
田
代
表
、
茨
城
県
知

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
携
え
た
国
際
観
光
課

長
を
は
じ
め
と
し
た
県
職
員
、
桜
川
市
長

な
ど
県
西
市
長
会
の
7
市
長
、
笠
間
市
台

湾
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
の
会
長
お

よ
び
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

台
湾
側
は
行
政
院
農
業
委
員
会（
日
本
の

農
林
水
産
省
に
相
当
）農
糧
署
の
胡
署
長
を

は
じ
め
と
し
た
政
府
関
係
者
や
台
湾
ゴ
ル

フ
協
会
の
王
会
長
、
メ
デ
ィ
ア
お
よ
び
旅

行
会
社
の
関
係
者
な
ど
多
く
の
方
々
が
出

席
さ
れ
、
笠
間
市
に
対
す
る
期
待
の
大
き

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

事
務
所
は
台
北
市
の
中
心
に
位
置
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
で
連
携
協
定
を
締
結

し
た
東
豪
旅
行
社
の
一
角
に
開
設
さ
れ
、

市
職
員
1
名
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
現

地
で
1
名
を
採
用
し
て
2
名
体
制
で
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

台
湾
交
流
事
務
所
を
開
設

左から、沈専門員（台北市長代理）、胡署長（行
政院農業委員会農糧署）、王会長（台湾ゴルフ
協会）、山口市長、沼田代表、海老澤市議会
議長

県西市長会のみなさん。
左から、針谷市長（古河市）、神達市長（常総
市）、須藤市長（筑西市）、山口市長、前場市
長（結城市）、沼田代表（日本台湾交流協会）、
大塚市長（桜川市）、菊池市長（下妻市）、木
村市長（坂東市）

式典には、たくさんの台湾メディア、台湾旅
行業者の方が駆けつけました。

台湾交流事務所開設式典の出席者のみなさん（台湾では写真を撮るときにグーポーズをするのがメジャーだそうです）
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右から、丁暁菁政務次長（副大
臣に相当） 、山口市長

右から、宋守智副秘書長、山口
市長

台
北
市
紹
介

　
日
本
最
西
端
に
位
置
す
る
沖
縄
県
与
那
国
島
と

約
1
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
台

湾
の
首
都
。
面
積
は
約
2
7
2
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
人
口
は
約
2
7
0
万
人
で
、
ア
ジ
ア
屈
指
の

大
都
市
で
す
。

　
日
本
と
の
時
差
は
1
時
間
。
亜
熱
帯
気
候
が
特

徴
で
、
1
年
を
通
し
て
温
暖
な
気
候
で
す
。

これまでの経緯

平成30年4月
東豪旅行社によるツアー
　台湾から約20名が参加。笠間稲
荷神社や門前通り、酒蔵の須藤本
家などを巡り笠間の歴史や文化な
どを体感しました。

平成30年7月
台湾メディアによる取材
　台湾の多くの方が、着物や浴衣
を着て日本を満喫したいと思って
いることから、浴衣姿で市内の取
材を行いました。

特 集 こんにちは。台湾

平成27年～ 茨城県国際観光課に職員を派遣、東豪旅行社（台北）との連携が
始まる

平成28年	7月 台東大学・台湾行政院農業委員会の職員7名が来訪（農業・地域
産業視察）

平成29年	3月 市長ほか3名が訪台　台湾ゴルフ協会会長、台湾行政院農業委員
会主任秘書（農林水産省事務次官に相当）を表敬訪問

	 6月 台湾から農業者や農産加工業者16名が来訪（6次産業化・食育視察）

	 7月 産業経済部長ほか2名が台北駐日経済文化代表処を訪問
市長ほか1名が訪台　台湾ゴルフ協会会長を訪問

	 9月 台湾ゴルフ協会会長と台湾の各ゴルフ場支配人47名が来訪（オ
リンピック事前キャンプ地として市内ゴルフ場視察）

	 12月 台湾文化部政務次長一行が来訪
市長が台北駐日経済文化代表処代表を表敬訪問

平成30年	2月 東京オリンピックゴルフ競技で台湾のホストタウンとして笠間
市が登録

	 3月 茨城空港と台北（台湾）を結ぶチャーター便が運航開始
	 4月 笠間市台湾インバウンド推進協議会設立
	 8月 笠間台湾交流事務所開設

茨城県の海外からの周遊ツアー動向

　平成29年の台湾から茨城県への周遊ツ
アー旅行者は4月から11月までの前年同
月比で204.8％と増えていて、国別の割合
は36％とトップ。
　台湾からのインバウンド（訪日旅行）は
今もっとも重要視されていると言えます。旅行者の割合

台湾からの旅行者

台
湾
の
関
係
省
庁
を
訪
問

　
開
設
に
先
立
つ
22
日
に
は
、
行
政
院（
内
閣
に
相
当
）に
属
す
文
化
部
と
中

華
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
を
表
敬
訪
問
。

　
文
化
部
で
は
丁
曉
菁（
デ
ィ
ン
シ
ャ
オ
ジ
ン
）政
務
次
官
と
、
中
華
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
で
は
宋
守
智（
ツ
ァ
ン
ソ
ウ
ジ
）副
秘
書
長
と
そ
れ
ぞ
れ
面
会

し
、
お
互
い
の
発
展
に
向
け
た
活
発
な
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

※�

文
化
部
は
、
文
化
政
策
お
よ
び
伝
統
文
化
の
発
揚
に
関
す
る
行
政
を
担
当

す
る
行
政
機
関
。
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（
山
口
市
長
）
日
本
と
台
湾
は
正
式

な
国
交
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
親
密
な
関
係
を
築
い
て
き
ま
し

た
。昨
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
、

台
湾
が
、
韓
国
、
中
国
に
続
い
て
第

3
位
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
が
来

日
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
台
湾
と
の
交
流
は
友
部

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
笠
間
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
民
間
団
体
が
主
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

笠
間
市
で
も
茨
城
県
国
際
観
光
課

に
職
員
を
出
向
さ
せ
て
、
県
と
連
携

し
な
が
ら
台
湾
に
向
け
て
P
R
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平

成
27
年
頃
か
ら
東
豪
旅
行
社
（
陳
社

長
）
な
ど
の
台
湾
旅
行
業
者
が
、
ゴ

ル
フ
客
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
客
を

茨
城
県
内
に
誘
客
し
は
じ
め
、
そ
の

一
部
が
笠
間
市
に
も
訪
れ
て
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
茨
城
県
内
へ
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
は
、
台
湾
か
ら
の
方
が
第

1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
2
月
に
笠
間
市

は
、
文
部
科
学
省
に
2
0
2
0
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
ゴ
ル
フ

競
技
の
台
湾
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、
笠
間

市
は
台
湾
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交

流
を
図
る
拠
点
と
し
て
事
務
所
を
設

置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

台
湾
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

Special Interview

笠間市長

山
や ま

口
ぐ ち

伸
し ん

樹
じ ゅ

東豪旅行社社長

陳
チ ン

東
ト ウ

隆
リ ュ ウ

笠間の魅力を
いまこそ

世界に発信するとき

台湾交流事務所前にて（右から東豪旅行社　陳社長、山口市長、東豪旅行社　廖会長）
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台
湾
交
流
事
務
所
開
設
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
式
典
を
無
事
終
え
、
い
よ
い
よ
事
務
所

運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

事
務
所
で
は
、
笠
間
市
の
認
知
度
向
上

を
図
り
、
観
光
客
の
誘
客
や
文
化
教
育
面

で
の
交
流
、
工
芸
品
や
特
産
品
等
の
販
路

開
拓
支
援
、
さ
ら
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
誘
致
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
支
援
を
行

え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

茨
城
県
の
市
町
村
で
は
、
台
湾
に
駐
在

員
事
務
所
を
置
く
の
は
初
め
て
で
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
茨
城
県
国
際
観
光

課
へ
の
出
向
時
に
得
た
経
験
と
人
と
の
繋

が
り
を
い
か
し
て
業
務
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
台
湾
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
そ
の
際
に
は
、
当
事
務
所
へ

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
笠
間
台
湾
交
流
事
務
所　
住
所

　
台
北
市
大
安
區
安
和
路
二
段
78
號
8
棲

開
設
式
を
終
え
て

木
きのした

下知
ち か

香さん
・台湾交流事務所　駐在職員

　

笠
間
市
台
湾
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議

会
は
、
台
湾
か
ら
の
お
客
様
を
し
っ
か
り

と
お
も
て
な
し
が
で
き
る
よ
う
受
け
入
れ

体
制
を
整
え
る
た
め
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
の
取
り
込
み
を
如
何
に
す
る
か
は
大

き
な
課
題
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加

で
想
定
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
協
議

会
の
中
で
共
有
と
蓄
積
が
で
き
れ
ば
、
課

題
解
決
に
向
け
て
具
体
的
な
対
応
が
と
れ

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

単
に
も
の
を
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、

日
本
の
文
化
、
笠
間
の
文
化
を
発
信
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
和
服
姿
で
笠
間
稲
荷

門
前
通
り
を
散
策
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ろ

く
ろ
体
験
で
笠
間
焼
に
親
し
ん
で
も
ら
っ

た
り
、
付
加
価
値
を
感
じ
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
、
お
互
い
を
理
解
し
、
深
め
て
い

く
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

笠
間
市
台
湾
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

推
進
協
議
会
長
あ
い
さ
つ

（
山
口
市
長
）
笠
間
市
で
は
、
台
湾

か
ら
訪
日
す
る
方
の
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　

今
年
4
月
に
は
、
笠
間
観
光
協

会
や
笠
間
市
商
工
会
な
ど
26
団
体

に
よ
る
、「
笠
間
市
台
湾
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

台
湾
か
ら
の
お
客
様
を
も
て
な
す

体
制
を
整
備
す
る
環
境
を
整
え
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、「
満

足
し
て
、
い
い
思
い
出
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
」、
ひ

い
て
は
「
ま
た
笠
間
市
に
来
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
台
湾
交
流
事
務

所
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
笠
間
市

の
魅
力
を
台
湾
の
皆
さ
ん
に
お
届

け
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
茨
城

県
や
周
辺
市
町
村
と
も
連
携
し
て

誘
客
に
努
め
、
3
年
を
目
途
に
結

果
を
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
は

台湾交流事務所を情報発信の拠点に

特 集 こんにちは。台湾

【問い合わせ】秘書課（内線225）

福
ふくなが

永信
しんいち

一さん（写真右）
・��笠間市台湾インバウンド推進協議
会会長

・�笠間工芸の丘株式会社�代表取締役

笠間市台湾インバウンド推進協議会のみな
さん

（
陳
社
長
）
こ
れ
ま
で
の
連
携
を
通

じ
て
、
笠
間
市
の
ま
ち
の
雰
囲
気

や
お
も
て
な
し
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

に
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

台
湾
交
流
事
務
所
は
笠
間
市
だ

け
で
な
く
、
茨
城
県
全
体
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
盛
り
上
げ
る
大
き
な

き
っ
か
け
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

茨
城
県
に
は
笠
間
市
の
笠
間
稲

荷
神
社
を
は
じ
め
、
ネ
モ
フ
ィ
ラ

で
有
名
な
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公

園
、
水
戸
市
の
偕
楽
園
な
ど
名
所

も
多
く
、
茨
城
県
全
体
を
視
野
に

入
れ
る
こ
と
で
非
常
に
魅
力
的
な

ツ
ア
ー
が
組
め
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
は
そ
の
地
域

で
し
か
で
き
な
い
、「
特
別
な
体

験
」、「
特
別
な
お
も
て
な
し
」
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
笠
間
稲
荷
神
社

の
周
辺
は
和
服
が
似
合
う
街
並
み

で
す
。
日
本
ら
し
い
体
験
が
で
き

れ
ば
、
台
湾
か
ら
見

て
よ
り
魅
力
的
な
ま

ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。

台
湾
交
流
事
務
所
に

期
待
す
る
こ
と
は
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9
月
は
認
知
症
を
知
る
月
間
で
す

　

市
で
は
、「
認
知
症
地
域
相
談
員
」
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
認
知
症
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
と

経
験
を
持
っ
た
方
ば
か
り
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

氏　　名 所属事業所 電話番号

今
いまがわ
川　博

ひろこ
子 特別養護老人ホーム　宍戸苑 0296-78-2221

大
おおつ
津富

ふ
三
み
弘
ひろ 特別養護老人ホーム　かさまグリーンハウス 0296-72-8134

小
こいずみ
泉　秀

ひで
人
と 特別養護老人ホーム　すずらんの里 0299-45-0555

佐
さたけ
竹百

ゆ り こ
合子 社会福祉法人　笠間市社会福祉協議会 0296-77-0730

須
す
賀
が
　光

みつこ
子 笠間市立病院 0296-77-0034

菅
すがの
野　　彩

あや ケアハウス悠 0296-78-1133

鈴
すずき
木　規

のりこ
子 認知症高齢者グループホームかさま 0296-71-1055

戸
とくら
倉　寧

やす
子
こ 立川記念病院 0296-77-7211

認
知
症
相
談
窓
口

　
認
知
症
と
は
、
脳
に
障
害
が
起
こ
る
こ
と
で
記
憶
力
や
判
断
力
が
低
下
し
、
日
常
生
活
が
う
ま
く
送
れ
な
く
な
る「
脳
の
病

気
」を
い
い
ま
す
。

　
早
期
に
診
断
し
上
手
に
対
応
し
て
い
け
ば
、
そ
の
後
の
経
過
や
介
護
の
負
担
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。「
認
知
症
か
も
？
」と

思
っ
た
ら
、
専
門
家
へ
早
め
の
相
談
が
大
切
で
す
。

　地域包括支援センターの介護・福祉の専門職と市立病院の医療
専門職（作業療法士、看護師など）が、市立病院医師（認知症サポー
ト医）、かかりつけ医と連携しながら、認知症の支援を行うチー
ムです。

◯対象となる方
　 　自宅で生活している40歳以上の方で、認知症が疑われる方
または認知症の方。

　・ 本人が受診したがらない、または認知症の治療が中断している
　・介護サービスを受けたいが、本人が希望しない
　・認知症による症状が強く、対応に困っている

◯どんな支援をするの？
　 　認知症が疑われる方や認知症の方の自宅を訪問し、困りごと
などをうかがい、病院受診や介護サービスの利用などに繋がる
よう支援を行います。

認知症の症状などでお困りの方

認知症初期集中支援チームに
ご相談ください

　認知症になっても、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けら
れるように、認知症の方やその家族に早期に関わる「認知症初期
集中支援チーム」を地域医療センターかさまに設置しています。
　早期診断・早期対応に向けた支援をおこないますので、お気軽
にご相談ください。

認知症初期集中支援チームとは？

地域包括支援センター		TEL	0296-78-5871相談は

認知症
TOPICS

1
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項　　　目 	1点 2点 	3点 4点

財布や鍵など、物を置いた場所がわから
なくなることがありますか。 まったくない ときどきある ひんぱんにある いつもそうだ

5分前に聞いた話を思い出せないことが
ありますか。 まったくない ときどきある ひんぱんにある いつもそうだ

周りの人から「いつも同じ事を聞く」な
どのもの忘れがあると言われますか。 まったくない ときどきある ひんぱんにある いつもそうだ

今日が何月何日かわからないときがあり
ますか。 まったくない ときどきある ひんぱんにある いつもそうだ

言おうとしている言葉が、すぐに出てこ
ないことがありますか。 まったくない ときどきある ひんぱんにある いつもそうだ

貯金の出し入れや、家賃や公共料金の支
払いは一人でできますか。 問題なくできる だいたいできる あまりできない できない

一人で買い物に行けますか。 問題なくできる だいたいできる あまりできない できない

バスや電車、自家用車などを使って一人
で外出できますか。 問題なくできる だいたいできる あまりできない できない

自分で掃除機やほうきを使って掃除がで
きますか。 問題なくできる だいたいできる あまりできない できない

電話番号を調べて、電話をかけることが
できますか。 問題なくできる だいたいできる あまりできない できない

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
と
は
、

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
の
方
々
が
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
交
流
の
場
で
す
。
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
や
軽
い
運
動
な

ど
も
ま
じ
え
て
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
日
ご
ろ
の
心

配
事
や
介
護
の
こ
と
な

ど
を
自
由
に
話
し
た

り
、
認
知
症
に
つ
い
て

の
ご
相
談
が
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

名称（場所） 実施日時 参加費 電話番号
オレンジカフェ
フライブルク

（�フロイデ総合在宅サ
ポートセンター友
部：鯉淵6526-19）

毎月第3水曜日
午後2時～3時30分 300円 0296-73-5577

ほっとカフェ
グリーンハウス

（�ケアハウスかさま：
石井32-1）

毎月第3日曜日
午後1時～4時 300円 0296-70-1100

すずらんカフェ
（�特別養護老人ホー
ムすずらんの里内：
土師1283-5）

毎月第3日曜日
午後2時～3時30分 200円 0299-45-0555

認
知
症
カ
フ
ェ

認知症カフェの様子

「認知症かな？」と気になったら自分でチェックしてみましょう

出典：「知って安心認知症」地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター監修

チェックしたら合計を計算　合計 点

20点以上の場合は、認知機能や社会生活に支障が出ている可能性があります。
かかりつけ医または、地域包括支援センターに相談してみましょう。
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国
の
実
証
実
験
と
し
て
、
綜
合
警
備
保
障
（
株
）
A
L
S
O
K
と
協
定
を
結
び
、

市
内
在
住
の
認
知
症
で
徘
徊
の
リ
ス
ク
が
あ
る
高
齢
者
等
に
「
み
ま
も
り
タ
グ
」

（
感
知
器
や
専
用
の
ア
プ
リ
を
入
れ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
通
信
し
、
位
置
情
報

を
把
握
す
る
も
の
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
や
家
族
に
対
す
る
取
り
組
み

　
認
知
症
を
発
症
し
、
徘
徊
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
や
、
保
護
さ
れ
た
場
合
に
ご
家
族
や
関
係
機
関
へ
の
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
次
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認知症
TOPICS

2

笠間警察署

笠間警察署

家族のもとへ

発見・保護!!

笠間市
高齢福祉課

協力機関・協力員

おじいちゃんが
行方不明になった

どうしよう!!

まずは行方不明者届!!
連絡 TEL 0296-73-0110

連絡

連絡

家　族

かさめ～る

防災行政無線

通常業務を行いながら、
発見に協力します

▼ 

笠
間
市
徘
徊
高
齢
者
等
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

認
知
症
の
高
齢
者
の
方
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
防
災
行
政
無
線
や
情
報
メ
ー
ル
一
斉
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
か
さ
め
～
る
」
で
広
く
捜
索

情
報
を
発
信
し
、
あ
わ
せ
て
高
齢
者
等
の
見
守
り
協
定
を
締
結
し
て
い
る
「
協
力
機
関
・
協
力
員
」
に
捜
索
依
頼
を
出
す
こ
と
で
、
早
期
発
見
・
保
護

に
結
び
つ
け
る
仕
組
み
で
す
。

　

迅
速
に
ご
家
族
の
も
と
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
認
知
症
等
で
徘
徊
の
恐
れ
の
あ
る
方
の
事
例
登
録
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
み
ま
も
り
タ
グ（
実
証
実
験
事
業
）

公共交通機関や
郵便局、宅配業
者、牛乳販売店、
新聞販売店など
が協力機関となっ
ています。

感知器

みまもりタグ
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そ
し
て
、
徘
徊
時
に
す
れ
違
っ
た
タ
グ
の
電
波
を
受
信
し
、
高
齢
者
の
位
置

情
報
を
サ
ー
バ
に
自
動
送
信
す
る
「
固
定
式
感
知
器
」
を
民
生
委
員
・
児
童
委
員

宅
や
市
内
協
力
事
業
所
に
設
置
し
て
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
様
の
働
き
を
す
る
「
み
ま
も
り
タ
グ
ア
プ
リ
」
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
こ
と
で
、
み
ま
も
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
人
が
多
い
ほ
ど
、
行
方
不
明
時
の
き
め
細
か
い
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
「
み
ま
も
り

タ
グ
ア
プ
リ
」
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�「
み
ま
も
り
タ
グ
」
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
高
齢
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

防水反射素材
（縦15㎜×横40㎜）

アイロンシール
（縦30㎜×80㎜）

【問い合わせ】高齢福祉課（内線174）

　
こ
の
夏
、
西
日
本
で
起
き
た
豪
雨

災
害
は
我
々
が
予
測
で
き
な
い
ほ
ど

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災

し
た
皆
様
に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
再
建

を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
も
う
一
度
、
民
間
の
損
害

保
険
（
共
済
は
除
く
）
の
補
償
内
容

に
つ
い
て
確
認
で
す
。

＊�

地
震
／
津
波
／
噴
火
で
の
災
害

は
、
自
動
車
「
地
震
特
約
」、
火

災
「
地
震
保
険
」
の
加
入
が
必
要

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
笠
間
市
は
災
害
の
少
な

い
地
域
だ
っ
た
為
、
火
災
保
険
の
水

災
付
帯
率
が
低
い
状
況
で
す
。
近
く

に
川
や
裏
山
が
あ
る
方
は
、
も
う
一

度
補
償
内
容
の
確
認
を
す
る
と
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　「
や
さ
し
い
保
険
プ
ラ
ザ
友
部
ス

ク
エ
ア
店
」
で
は
自
然
災
害
に
強
い

保
険
会
社
を
多
数
（
損
害
保
険
会
社

12
社
）
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
る

自
動
車
保
険

火
災
保
険

洪

水
車
両
保
険

水
災
付
き

土
砂
崩
れ

強

風

風
災
付
き

高

潮

　

市
内
で
行
方
不
明
高
齢
者
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
市
役
所
周
辺
で
「
認
知
症
等
広
域
徘
徊
模
擬
捜
索
（
声
か
け
）
訓
練
」
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
行
方
不
明
高
齢
者
役
と
市
職
員
が
市
役
所
本
所
周
辺
を
移
動
し
、
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
み
ま
も
り
タ
グ
等
を
用
い
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
高
齢
者
役
へ
の
声
か
け
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
日
時
】10
月
30
日（
火
） 

午
前
9
時
30
分
～
正
午

▼ 

広
域
徘
徊
模
擬
捜
索（
声
か
け
）訓
練
の
実
施

　

お
か
え
り
マ
ー
ク
を
靴
や
杖
、
衣
服
な
ど
身
の
回
り
の
物
に
つ
け
て
お
く
こ
と
で
、
認
知
症
の

方
が
外
出
先
か
ら
自
宅
に
帰
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
警
察
な
ど
に
保
護
さ
れ
た
り
し
た
場

合
に
、
迅
速
に
ご
家
族
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
配
付
す
る
も
の
】

　

 

登
録
番
号
の
入
っ
た
2
種
類
の
お
か
え
り
マ
ー
ク
を
配
付

　
1 

防
水
反
射
素
材（
縦
15
㎜
×
横
40
㎜
）20
枚

　
2 

ア
イ
ロ
ン
シ
ー
ル（
縦
30
㎜
×
80
㎜
）10
枚

【
費
用
】

　
無
料

【
登
録
い
た
だ
く
内
容
】

　

 

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
緊
急
連
絡
先（
2
名
分
）な
ど

▼ 

茨
城
県
お
か
え
り
マ
ー
ク

	「みまもりタグアプリ」はGoogle	
PlayやApp	Storeから無料でダ
ウンロードできます

↑Android版

↑ios版

見本

見本
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2019年4月から幼稚園等の入園を希望する児童の申し込み受け付けを開始します。
新規・継続入園や認定区分（1号・2号・3号）によって申し込み方法が異なります。

★4月から新たに入園を希望する場合

★現在入園している施設を継続する場合

【問い合わせ】子ども福祉課（内線163）・笠間支所福祉課（内線72134）・岩間支所福祉課（内線73172）

幼稚園等へ現況届を
提出します。

最初に
認定区分を
選びます。

利用する施設を
選びます。

入園の
申し込みを
します。

満3歳以上で
幼稚園等を
希望する場合

満3歳以上で
保育所等を
希望する場合

満3歳未満で
保育所等を
希望する場合

・幼稚園
・認定こども園

・保育所
・認定こども園

・保育所
・認定こども園
・地域型保育

❶ �幼稚園等に直接利用
の申し込みをします。

❷�幼稚園等から入園の
内定を受けます。

❸�市から支給認定証
（1号）が交付されま
す。

❹�幼稚園等と契約をし
ます。

❶�保育所等から継続入所申し込み書が配布されます。
❷ �継続入所申し込みを市（認定こども園の場合は、施設）へ
申請します。

❸�市が書類審査を行い、問題がなければ保育所等を継続し
て利用できます。

幼稚園・保育所（園）・認定こども園
入園申し込みの受け付けを開始します!

2019年度

1

2

3

1号

1号

2号

2号

3号

3号

❶�市の窓口で入所申し込み書とあわせて支給認定申請
書を受け取ります。

❷�入所申し込みと同時に支給認定を市に申請します。

❸�市から支給認定証（2号・3号）が交付されます。
❹ �申請者の希望、保育所等の状況などにより、市が利
用調整をします。

❺利用調整で決定した施設を利用します。

※�認定こども園経由での申請も可（対応は園により異なる
ので園に確認してください）。なお、経由した認定こども
園への入園が確約されるわけではありません。
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★市内施設一覧

受入可能 施　設　名 入園願書
配布開始日 入園受け付け期間 運動会予定日 備　　考

1
号

ドレミ幼稚園
TEL 0299-45-3711 10月1日（月） 11月1日（木）～

定員になり次第終了
10月6日（土）
雨天：7日（日）

・ 公開保育、入園説明会10月18日
（木）。
 ※ 見学・入園についてお気軽にご
連絡ください。

3
号

2
号

1
号

認定こども園
こじか幼稚園

TEL 0269-72-6636
◎対象年齢：2歳児～

10月1日（月）
〈1号〉

11月1日（木）～
定員になり次第終了

※
2
号
お
よ
び
3
号
の
受
け
付
け
期
間
は
保
育
所
・
園
と
同
様
で
す
。

10月6日（土）
雨天：7日（日）

・ 未就園児教室（バンビ）水曜 午前
10時～日程はHPをご覧ください。

※ 随時、入園説明・見学します。
ご連絡ください。

2
号

1
号

認定こども園
ともべ幼稚園

TEL 0269-77-0311
10月1日（月）

〈1号〉
11月1日（木）～

定員になり次第終了

10月6日（土）
雨天：7日（日）

・未就園児教室（毎週火・水・木・金）。
・  10月13日（土）、27日（土）入園説明会。
※ 随時、入園説明・見学します。
ご連絡ください。

3
号

2
号

1
号

認定こども園
さくら幼稚園・
さくらんぼ保育園
TEL 0269-77-8182

10月1日（月）
〈1号〉

11月1日（木）～
定員になり次第終了

10月6日（土）
雨天：8日（祝）

・ 保育見学・入園説明会10月11・
17日（随時可。ご連絡ください）

・ 未就園児教室（火・水）、親子教室
（金）。
※詳細はお問い合わせください。

3
号

2
号

1
号

認定こども園
すみれこども園

TEL 0269-77-5098
10月1日（月）

〈1号〉
11月1日（木）～

定員になり次第終了

10月6日（土）
雨天：7日（日）

・ 未就園児教室（月1回実施。登録制、
随時登録可。）

・入園説明会10月15日（月）
※ 入園説明、見学はいつでも可。（要
連絡）

3
号

2
号

1
号

認定こども園
岩間第一幼稚園・
ひまわりの杜保育園
TEL 0299-45-3293

9月3日（月）
〈1号〉

10月1日（月）～
定員になり次第終了

9月15日（土）
雨天：16日（日）

・未就園児教室（毎週金曜日）
※ 随時、入園説明します。ご連絡
ください。

3
号

2
号

1
号

認定こども園
めぐみこども園

TEL 0299-45-2200
9月24日（月）

〈1号〉
10月1日（月）～

定員になり次第終了

10月6日（土）
雨天：7日（日）

・  1日体験入園・給食体験・園庭解
放しています。

※ 随時、入園説明・見学します。
ご連絡ください。

3
号

2
号

1
号

認定こども園
かさまこども園

TEL 0296-71-5858
◎管理・運営者変更予定

10月1日（月）
〈1号〉

11月1日（木）～
定員になり次第終了

10月6日（土）
雨天：7日（日） ★ 2019年4月から、学校法人による

管理・運営となる予定です。

★入園に関するお問い合わせは、
　子ども福祉課まで3

号
2
号

1
号

認定こども園
いなだこども園

TEL 0296-71-7200
◎管理・運営者変更予定

10月1日（月）
〈1号〉

11月1日（木）～
定員になり次第終了

10月6日（土）
雨天：7日（日）

3
号

2
号

くるす保育所
TEL 0296-72-0563

10月1日（月）

※ 新規入所の
方は、子ど
も福祉課ま
たは各支所
福祉課でお
受け取りく
ださい。

[新規入所]
11月1日（木）～
12月14日（金）

[継続入所]
11月1日（木）～
12月14日（金）

9月22日（土）
雨天：23日（日）

★随時、見学を受付けています！
　各園にお問い合わせください。

★入所に関するお問い合わせは、
　子ども福祉課まで

3
号

2
号

ともべ保育所
TEL 0296-77-6105

9月29日（土）
雨天：30日（日）

3
号

2
号

大沢保育園
TEL 0296-77-1068 終了しました

3
号

2
号

みか保育園
TEL 0296-77-7928

10月13日（土）
雨天：14日（日）

3
号

2
号

岩間保育園
TEL 0299-45-2019

9月29日（土）
雨天：30日（日）

3
号

2
号

おしのべ保育園
TEL 0299-45-2696

10月6日（土）
雨天：B＆G体育館

3
号

小規模保育A
すみれナーサリー
TEL 0296-77-5098

10月6日（土）
雨天：7日（日）

すみれこども園と合同

3
号

小規模保育B
いちご保育園

TEL 0296-72-9505
10月1日（月）

[新規入所]
11月1日（木）～
12月14日（金）

実施無し
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7
月
18
日
（
水
）、
友
部
公
民
館
で
、

市
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
、
障
が
い
者

施
設
の
職
員
を
対
象
と
し
て
、
施
設
職

員
の
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

み
と
み
ら
い
法
律
事
務
所
の
弁
護
士

篠し
の

﨑ざ
き

和か
ず
の
り則
氏
と
茨
城
県
社
会
福
祉
士
会

理
事
の
上う

え
だ田
和か
ず
と
し寿
氏
を
講
師
に
迎
え
、

司
法
と
福
祉
の
観
点
か
ら
虐
待
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
発
生
さ
せ
な
い
心
構

え
、
体
制
作
り
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
全
国
的
に
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
に
対
し
て
、
施
設
職
員
が
暴

力
を
ふ
る
う
事
件
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ

ん
。虐
待
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い

こ
と
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

虐
待
の
認
識
と

防
止
に
向
け
た

意
識
づ
け
を

行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

7
月
27
日
（
金
）、
茨
城
県
陶
芸
美
術

館
の
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
茨
城
新

聞
社
と
笠
間
市
が
主
催
す
る
第
18
回
全

国
こ
ど
も
陶
芸
展
in
か
さ
ま
の
入
賞
者

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
小
中
学
生
が
応
募
し
た

1,
4
6
6
点
の
中
か
ら
選
ら
ば
れ
た

入
賞
作
品
は
、
個
性
豊
か
で
動
き
出
し

そ
う
な
も
の
か
ら
美
味
し
そ
う
な
も
の

な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
賞
と
し
て
市
内
か
ら
は
茨
城
新

聞
社
長
賞
に
杉す

ぎ
た田
美み
さ
き咲
さ
ん
（
笠
間
小

4
年
）
と
枝え

だ
か
わ
ゆ
い
ね

川
結
音
さ
ん
（
友
部
中
2

年
）、
市
教
育
長
賞
に
新に

い
ほ
り堀
達た
つ
や也
く
ん

（
友
部
小
6
年
）、
茨
城
工
芸
会
長
賞
に

小お
じ
ま
ひ
か
る

島
光
琉
く

ん
（
友
部
小
6

年
）、
笠
間
日

動
美
術
館
長

賞
に
松ま

つ
き
の

木
乃

理り

夏か

さ
ん
（
笠

間
中
3
年
）
が

そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

7
月
7
日
（
土
）、
家
族
の
絆
を
深
め

「
非
行
や
犯
罪
の
な
い
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
笠
間
」
を
目
的
と
し
て
、
笠
間

焼
手
ひ
ね
り
教
室
が
笠
間
工
芸
の
丘
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
間
地
区
保
護
司
会
が
主
催
し
今
回

で
10
回
目
を
迎
え
た
教
室
に
は
、
市
内

小
中
学
校
か
ら
42
組
84
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
真
剣

に
作
業
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で
、

土
の
感
触
を
愉
し
む
参
加
者
は
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

笠
間
地
区
保
護
司
会
が

親
子
手
ひ
ね
り
教
室

を
開
催

手ひねりを行う参加者

虐
待
防
止
に
向
け
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た講演する

篠﨑弁護士 スライドで説明する上田社会福祉士

自
分
ら
し
く

夢
を
か
た
ち
に

左から、新堀くん、松木さん、枝川さん、小島くん、杉田さん

　

7
月
28
日
（
土
）、
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
か
さ
ま
で
、
健
康
や
介
護
に
つ
い

て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
健

康
体
験
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
中

学
生
と
そ
の
家
族
52
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ド
ク
タ
ー
や
ナ
ー
ス

姿
と
な
っ
て
、
家
族
の
血
圧
測
定
や
身

体
測
定
を
行
っ
た
り
、
高
齢
者
の
視
界

や
体
の
動
き
を
擬
似
体
験
し
た
り
、
楽

し
み
な
が
ら
健
康
や
介
護
を
学
習
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
測
定
結
果

が
伝
え
ら
れ
る
と
、
驚
き
を
み
せ
る
家

族
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

医
療
、
福
祉
、
保
健
が
連
携
し
た
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ
ま
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
よ
り
健
康
で
い
ら
れ
る
よ

う
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
体
験
を

開
催

血圧測定
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8
月
4
日
（
土
）、
5
日
（
日
）
の
2

日
間
、
原
子
力
災
害
発
生
を
想
定
し
た

広
域
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
緊
急
時
防

護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
（
東
海
第
二

原
発
か
ら
30
km
圏
内
）
に
居
住
し
て
い

る
行
政
区
長
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
住

民
の
代
表
者
約
70
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

訓
練
は
、
市
の
原
子
力
災
害
広
域
避

難
計
画
で
指
定
さ
れ
て
い
る
一
時
集
合

場
所
に
集
合
し
た
あ
と
、
避
難
先
で
あ

る
栃
木
県
5
市
町
（
小
山
市
、
真
岡
市
、

下
野
市
、
上
三
川
町
、
壬
生
町
）
ま
で

避
難
経
路
を
確
認
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

避
難
先
で
は
、
受
け
入
れ
先
自
治
体

の
防
災
担
当
者
か
ら
施
設
の
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
中
継
所
兼
基
幹
避
難
所
と

な
る
場
所
の
視
察
を
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、

原
子
力
災
害

広
域
避
難
計

画
を
実
効
性

の
高
い
も
の

と
し
て
い
く

た
め
、
今
後

も
訓
練
を
通

じ
て
随
時
見

直
し
て
い
き

ま
す
。

　

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
農
業
の

活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
青
年
農
業
士

に
養
豚
農
家
の
鈴す

ず
き木
茂し
げ

幸ゆ
き

さ
ん
と
、
露

地
野
菜
を
栽
培
す
る
込こ

み
や
ま山
槙し
ん

一い
ち

さ
ん
が

認
定
さ
れ
、
7
月
11
日
に
市
に
表
敬
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
人
は
両
親
の
代
か
ら
農
家
に
携

わ
っ
て
い
て
、
新
た
な
風
を
吹
き
込
む

べ
く
、
笠
間
市
の
農
業
発
展
の
た
め
に

日
々
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
市
長
は
、「
若
い
方
が
活
躍
し

て
い
く
の
は
、
市
と
し
て
も
励
み
に
な

る
し
、
今
後
も
市
の
農
業
を
引
っ
張
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

笠
間
の
農
業
を
担
う

青
年
農
業
士

左から、込山さん、山口市長、鈴木さん

　

8
月
4
日
（
土
）、
笠
間
市
民
体
育
館

に
お
い
て
第
17
回
全
国
高
等
学
校
合
気

道
演
武
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

36
校
、
約
4
0
0
名
が
参
加
し
、
各
学

校
が
積
み
重
ね
て
き
た
日
々
の
稽
古
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
参
加
校
の
ほ
か
招
待
演

武
と
し
て
友
部
高
校
や
県
内
の
道
場
で

稽
古
す
る
高
校
生
、
市
内
中
学
校
4
校

が
技
を
披
露
し
、（
公
財
）
合
気
会
の

植う
え
し
ば芝
充み
つ

央て
る

本
部
道
場
長
に
よ
る
模
範
演

武
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校

合
気
道
演
武
大
会
を
開
催参加校による演武

原
子
力
災
害
に
備
え

広
域
避
難
訓
練
を
実
施

一時集合場所から出発する参加者

　

7
月
31
日
（
火
）、
新
体
制
と
な
っ
た

稲
田
石
材
商
工
業
協
同
組
合
青
年
部

が
、
お
揃
い
の
法
被
に
身
を
包
み
磯い

そ

英ひ
で

亮あ
き

部
長
と
と
も
に
市
に
表
敬
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。

　

青
年
部
は
、
稲
田
石
の
更
な
る
普
及

の
た
め
、
建
築
物
へ
の
石
の
利
用
推
進

P
R
を
行
う
ほ
か
、
市
内
外
の
小
学
校

に
出
向
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
直
に
稲

田
石
に
触
れ
て
も
ら
い
、
彫
刻
刀
を
使

用
し
た
石
彫
体
験
な
ど
P
R
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
で
は
、
稲
田
石
に
負
け
な
い

“
か
た
い
”絆
で
普
及
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

稲
田
石
の
普
及
に
向
け
て

青年部の皆さん（中央は山口市長）
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笠
間
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
平
成
30
年
度
に
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方
は
、
特
定
健
診（
7,
7
3
2
円（
税
込
）相
当
）が
1,
0
0
0

円
で
受
診
で
き
ま
す
。
受
診
す
る
こ
と
で
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
の
確
認
と
な
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

◯受診方法　
　 • �保健センター等の実施する「集団健診」
　　※�健診内容や日程・会場は、【平成30年度保健センター年間予定表】の1ページか

ら5ページをご確認ください。胃がん検診のない健診は予約不要です。
　 • �参加医療機関が実施する「医療機関健診」
　　※�下記の医療機関で受診できます。受診希望の方は、参加医療機関へ事前にご確

認ください。

◯市内参加医療機関
医 療 機 関 名 所 在 地 電 話 番 号

あさひクリニック 笠間市旭町108-6 0296-78-5011
石本病院 笠間市石井2047 0296-72-4051
梅里クリニック 笠間市下郷4468 0299-45-2002
笠間市立病院 笠間市南友部1966-1 0296-77-0034
神里医院 笠間市笠間1256 0296-72-0177
河村医院 笠間市笠間223 0296-72-2121
佐藤医院 笠間市笠間981-8 0296-72-0032
菅谷医院 笠間市下郷4425-37 0299-45-2172
立川記念病院 笠間市八雲2-12-14 0296-77-7211
友部セントラルクリニック 笠間市鯉淵6679-11 0296-73-4110
ねもとクリニック 笠間市大田町215-13 0296-77-7011
塙医院 笠間市八雲2-4-11 0296-77-0072
常陸クリニック 笠間市旭町472-1 0296-78-5911
わたなべ整形外科 笠間市鯉淵6266-140 0296-70-5577

◯受診当日の持ち物
　「特定健康診査受診券」、「保険証」、「個人負担金（特定健診のみの場合は1,000円）」

◯ご注意ください
　 • �市で助成する人間ドック、脳ドックを申し込まれた方は、検査内容が重複するた
め、特定健診を受診することができません。特定健診は、年度内1回の受診とな
ります。

　 • �社会保険喪失や転入等で新たに国民健康保険に加入された方のうち、特定健診を
希望される方は受診券を送付しますので、下記までお問い合わせください。

　 • �各種健康保険組合等の被扶養者の方は、市で実施する集団健診を受診できない場
合があります。詳しくは、ご加入中の各種健保組合等へご確認ください。

　 • �特定健診を受診した結果、特定保健指導に該当となった方は、保健センターで実
施する特定保健指導を必ず受けてください。

　 • �「集団健診」と「医療機関健診」では健診内容が異なる部分があります。ご不明な
点は保険年金課または各支所市民窓口課へお問い合わせください。

1
年
に
1
回
、
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

【問い合わせ】	保険年金課（内線139）・笠間支所市民窓口課（内線72123）
	 岩間支所市民窓口課（内線73182）

　友部公民館は、平成31年1月から3月末までの期間で改修工事を実施する予定です。
　利用者の皆さんには大変ご迷惑をお掛けしますが、工事期間中友部公民館は全館休館となりますので、ご理解
ご協力をお願いします。
　なお、工事期間や貸館再開の予定などについては、随時お知らせします。

友部公民館改修工事に伴う休館のお知らせ
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健康ホットライン
　

人
間
の
体
に
は
、
1
日
周
期
で
リ
ズ
ム
を
刻
む
体
内
時
計
が
備
わ
っ
て
お
り
、
身

体
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
機
能
で
す
。
体
内
時
計
は
25
時
間
の
リ
ズ
ム
の
た
め
、

自
律
神
経
が
そ
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
が
、
1
日
が
24
時
間
で
あ
る
こ
と
を
体
が
覚

え
る
の
は
、
乳
幼
児
期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
常
な
体
内
時
計
を
作
る
こ
と
は
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
家
族
み
ん

な
で
早
寝
早
起
き
の
規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

正
常
な
体
内
時
計
で

　
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】保
健
セ
ン
タ
ー
　
T
E
L	

0
2
9
6
―
77
―
9
1
4
5

【
問
い
合
わ
せ
】生
涯
学
習
課（
内
線
3
8
2・3
8
5
）

74 Life	Long	Learning＝生涯学習

①
朝
早
く
起
き
よ
う

　
朝
起
き
て
、太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

　
明
る
い
光
を
浴
び
る
と
、
脳
か
ら
心
身
を
安
定
さ
せ
る
物
質
の「
セ
ロ
ト
ニ

ン
」が
分
泌
さ
れ
、
そ
の
14
～
16
時
間
後
に
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
の「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」

が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
暗
く
な
る
と
脳
か
ら
分
泌
さ
れ
や
す
く
な

り
、
夜
に
な
る
と
自
然
に
眠
く
な
り
ま
す
。
で
き
る
限
り
朝
7
時
ま
で
に
起
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
朝
食
を
し
っ
か
り
と
ろ
う

　
朝
食
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
が
目
覚
め
、
栄
養
は
活
動
の
源
と
な
り
ま

す
。

　
脳
は
ブ
ド
ウ
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
お
り
、
勉
強
や
仕
事
に
集
中
す
る

た
め
に
は
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
の
主
食
を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
家
族
み
ん
な
で
朝
食
を
取
る
習
慣
を
身
に
付
け
た
い
で
す
ね
！

③
夜
は
眠
る
環
境
を
整
え
よ
う

　
朝
、
早
く
起
き
る
こ
と
で
分
泌
さ
れ
た
メ
ラ
ト
ニ
ン
に
よ
り
自
然
と
眠
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
強
い
光
を
浴
び
る
と
眠
れ
な
く
な
る
た
め
、
就
寝
1
時
間

前
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
家
族
み
ん
な
に
と
っ
て
も
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
は
大
切
で
す
。

�　

笠
間
市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
高
校
生
会
）
は
、

笠
間
市
に
在
住
・
在
学
す
る
高
校
生
を
中
心
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。
現
在
20
名
ほ
ど
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
に
定
例
会
を
開
催
し
小

学
生
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、
市
主

催
事
業
（
成
人
式
・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
子
ど

も
会
事
業
）
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

8
月
18
日
に
は
、
主
催
事
業
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
と
し
、「
福
ち
ゃ
ん
の
森

公
園
」
で
地
元
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
地
元
の
食
材
を
使
用

し
、
野
菜
カ
レ
ー
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
、
市
生
涯
学

習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

8
月
12
日
（
日
）、
か
さ
ま
歴
史
交
流
館�

井
筒
屋
に
お
い
て
「
ま
が
玉
づ
く
り
と
昔

の
あ
そ
び
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
体
験
を
テ
ー
マ
に
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
65
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
体
験
の
指
導
に
あ
た
っ

て
、
笠
間
市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
高
校
生
会
）
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
が
玉
づ
く
り
で
は
、
や
わ
ら
か
い
石
を
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
削
っ
た
り
、
ペ
ン

で
色
を
塗
っ
た
り
と
、
思
い
思
い
の
形
に
仕
上
げ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ま
が
玉
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昔
の
あ
そ
び
で
は
、
け
ん
玉
や

お
手
玉
、
あ
や
と
り
な
ど
の
、
昔

の
遊
び
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
初
め
て
手
に
取
る
遊
び
道
具

に
戸
惑
い
を
見
せ
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ

上
達
し
、
楽
し
く
遊
ぶ
姿
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

 

笠
間
市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

「
ま
が
玉
づ
く
り
と
昔
の
あ
そ
び
」を
開
催
し
ま
し
た

まが玉づくり

あやとりに挑戦中 野菜カレーづくり
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　ハワイを出て、笠間市へ来てからあっという間に1年が経ち、笠間市民として
の生活にすっかり慣れました。
　この1年間でお祭り、田植えなどのいろいろなイベントに参加することで笠間
市ならではの貴重な経験がたくさんできました。

　国際交流員としての主な仕事は、こども園や保育所の子どもたちに絵本の読み
聞かせや遊びを通じて英語を教えることです。子どもたちが英語を覚え、普通に
英語であいさつしてくれるようになってくれたことが嬉しくて、やりがいを感じ
ています。
　また、イベントや仕事、普段の生活の中で、いろいろな人との出会いがありま
した。ジャパニーズ・カルチャーを教えてもらったり、私もハワイや海外の話を
したり、友達にハワイの地元料理を食べてもらったり、皆さんと楽しく交流して
います。笠間市に来られて本当に良かったです。
　笠間市で1年間を過ごしたことで、笠間市は「second�home」になりました。
　笠間市の皆さん、ウェルカムしてくれたうえに、このコミュニティーに入れて
くれてありがとうございます！これからも笠間市で国際交流を深めるために頑張
りますので、皆さんよろしくお願いします！
　もし街中で私を見かけたら、ぜひ「Aloha!」と声をかけてくださいね。
　Take�care�and�see�you�around!

　

笠
間
で
秋
を
迎
え
る
の

も
こ
れ
が
3
回
目
。
栗
を

は
じ
め
と
す
る
楽
し
み
な

収
穫
の
秋
が
ま
た
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
私
は

笠
間
稲
荷
門
前
通
り
の
活

性
化
団
体
「
か
さ
ま
ち
考
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
商
店

街
の
皆
さ
ん
と
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
予
定
し
て

お
り
、
昨
年
に
引
き
続
き

夜
の
賑
わ
い
づ
く
り
の
た

め
の
野
外
映
画
上
映
会
の

実
施
や
、
笠
間
朱
色
を

使
っ
た
商
品
開
発
の
拡
大

に
加
え
、
外
国
人
観
光
客

の
受
入
れ
基
盤
づ
く
り
と

し
て
、
特
に
台
湾
か
ら
の
観
光
客
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

外
国
人
観
光
客
に
つ
い
て
は
、
商
店

街
の
方
々
も
感
覚
と
し
て
昨
年
く
ら
い

か
ら
増
え
て
き
て
い
る
と
話
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
受
け
入
れ
の
基
盤
づ

く
り
は
門
前
通
り
の
大
き
な
取
り
組
み

に
な
り
そ
う
で
す
。

　

今
年
度
は
ま
ず
受
け
入
れ
側
の
準
備

と
し
て
、
台
湾
の
文
化
や
風
習
を
知
る

機
会
を
設
け
る
こ
と
や
、
飲
食
店
メ

ニ
ュ
ー
や
観
光
客
向
け
の
案
内
標
記
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
適
し
て
い
る
か
な

ど
を
考
え
、
台
湾
か
ら

の
観
光
客
が
笠
間
の

フ
ァ
ン
に
な
り
、
リ
ピ
ー

タ
ー
と
し
て
何
回
も
来

て
く
れ
る
商
店
街
を
目

指
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

か
さ
ま
ち
考
は
私
と

同
世
代
の
方
々
も
多
く
、

一
緒
に
活
動
し
て
い
て

楽
し
く
、
ま
た
や
り
が

い
の
あ
る
活
動
で
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
の
任
期
も
残
り
7
か

月
あ
ま
り
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
ま
で
以
上
に

商
店
街
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
汗
を
か
き
な
が
ら
、

関
係
を
深
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
さ
ま
ち
考
の
皆
さ
ん
と
共
に
汗
を
か
く
、
秋

活動報告 No.
61

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

秋あ
き
も
と元

　
健け

ん
い
ち一（

41
歳
） 

東
京
都
か
ら
移
住

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年
度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲
ある人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力
の維持・強化を目的とした支援活動を行うも
のです。
ブログやフェイスブックもご覧ください

ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook▶http://www.facebook.com/

Kasamartowa
【問い合わせ】まちづくり推進課（内線538）

地域おこし協力隊とは

【問い合わせ】市民活動課（内線133）

Aloha! Ian here!

「I hope the next year will be as 
good as the last!」

vol.
9

かさまち考での打合せ 昨年の映画上映会の様子

英語のインスタグラムを始めました！ ID：「hello.kasama」 
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情報カレンダー 10月
1 月 いこいの家はなさか 休館日

（いこいの家�はなさか�℡0296-77-5110）

2 火
特設無料人権相談　10：00～15：00
市民センターいわま
（水戸地方法務局�℡029-227-9919）　

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火 いこいの家はなさか 休館日

10 水

11 木

12 金

13 土

14 日

普通救命講習会　9：00～12：00
消防本部　3階
（笠間市消防本部�℡0296-73-0119）　

天狗の郷バザールdeいわま　9：00～15：00
地域交流センターいわま「あたご」
（根本　℡090-3009-7883）

15 月 いこいの家はなさか 休館日

16 火

17 水 行政書士無料相談会　13：00～16：00
　笠間市役所本所1階ロビー（秘書課�内線225）

18 木

みんなの相談室～メディカルカフェ～《要予約》
14：00～15：30
テーマ「穏やかな最期のために～緩和医療について～」
（笠間市地域包括支援センター�TEL�0296-78-5871）

19 金

20 土

21 日

22 月

いこいの家はなさか 休館日
特設行政相談　13：00～15：00
笠間ショッピングセンターポレポレ
（秘書課�内線225）　

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土 カサマルシェ　9：00～12：00
友部公民館前（農政課　内線527）

28 日

友部駅前フリーマーケット　9：00～13：00
地域交流センターともべ「トモア」まちの広場
（佐藤�℡090-3245-0880）

休日納税相談窓口【市役所本所】　8：30～12：00
（収税課�内線118）

29 月 いこいの家はなさか 休館日

30 火

31 水

※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します（かさまこども園内10：00～16：00）。祝日は休み。
※�岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・木・金曜日に開設します（市民センターいわま内10：00～16：00）。祝日は
休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9：00～16：00）。
※保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健センター年間予定表をご覧ください。

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8：30～12：00 市民課
収税課（月末のみ）

火曜日 岩間支所 17：15～19：30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17：15～19：30 市民課、保険年金課
税務課、収税課

木曜日 笠間支所 17：15～19：30 市民窓口課
※上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

8日 月 ねもとクリニック 0296-77-0072

※�平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※�当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、�
　診療を受けてください。

窓口延長サービス 10月の休日救急診療当番 9：00～17：00
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　笠間市国際交流協会の活動に参加され、その後帰国して世界中で暮らしている海外の友達からの便りや、メッセージ
をご紹介します。今月は2015年3月に笠間市国際交流協会がロータリー財団に協力して実施した、タイ北東部の牛の人
工授精の医療資材の空輸に支援いただいたS

ソ ム チ ャ ー ト

omchartさんからのメッセージです。さあ、世界に友達を作って交流を始
めましょう。

Hello. Thank you so much for your recommendation, 
may be December this year I am going to Narita. 
Now my son has been studying in the 6th
Year of 2nd term.(mean last year of Veterinary)
He seeking the university for master and doctoral 
degree in Veterinarian Faculty, Japan.
Yes, Please if it possible, he try to practice for 
speaking Japanese there.
From Somchart(Swan’s farther).

こんにちは。
推薦していただいてありがとうございます。たぶん12月には成田
に行きます。
現在私の息子は大学6年生の後期です（つまり、獣医学の最終年）。
彼は日本の獣医学部で修士と博士のための大学院を探しています。
ですから、可能であれば日本語の会話の実習をそちらで受けるで
しょう。どうぞよろしくお願いします。
ソムチャート（スワンの父）より

【申し込み・問い合わせ】一般社団法人	笠間市国際交流協会　TEL	090-2761-8711（木
きむら
村	美

み え こ
枝子）

【
日　
時
】

　

 

10
月
23
日（
火
）
午
前
8
時
～
午
後
5

時
30
分（
集
合
：
午
前
7
時
50
分（
笠

間
市
役
所
本
庁
）、
解
散
：
午
後
5
時

40
分（
笠
間
市
役
所
本
庁
））

【
行
先
】

　

 

イ
タ
リ
ア
・
英
国
大
使
館
別
荘
記
念
公

園
・
日
光
東
照
宮
・
輪
王
寺

【
昼　
食
】日
光
金
谷
ホ
テ
ル

【
参
加
費
】

　
3,
5
0
0
円（
昼
食
代
は
別
途
自
己
負
担
）

【
申
し
込
み
締
め
切
り
】

 
　
 10
月
15
日（
月
）ま
で
に
笠
間
市
国
際
交

流
協
会
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
募
集
先
着
順
20
名
。

　
著
名
な
建
築
家
で
外
交
官
で
も
あ
る
ア

ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
設
計
で
建
築

さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
大
使
館
別
荘
は
、
か
つ

て
の
大
使
と
そ
の
家
族
の
避
暑
生
活
を
彷

彿
と
さ
せ
る
国
際
避
暑
地
の
シ
ン
ボ
ル
で

す
。
修
復
が
終
わ
り
彩
色
の
鮮
や
か
な
東

照
宮
を
正
式
参
拝
し
て
、
輪
王
寺
周
辺
を

散
策
し
、
日
本
の
伝
統
建
築
の
美
の
極
み

日
光
金
谷
ホ
テ
ル
で
昼
食
を
楽
し
み
ま
す
。

◎
10
月
の
日
本
語
教
室

　
6
日（
土
）・
13
日（
土
）・
20
日（
土
）

　
【
会
場
】ト
モ
ア　
午
前
10
時
か
ら

＊
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

10
月
の
国
際
交
流
情
報

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

県
外
研
修
の
ご
案
内

祇園祭で浴衣を
着ました

市長コラム
今
年
の
笠
間
市
の
最
高
気
温

は
7
月
23
日
の
37
・
2
度
で
す
。

（
8
月
16
日
現
在
）

先
般
茨
城
新
聞
に
県
内
小
中

学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
状
況
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

既
に
本
市
の
小
学
校
は
平
成

29
年
8
月
ま
で
に
整
備
済
み
で

あ
り
、
中
学
校
に
お
い
て
も
今
年

設
計
業
務
を
行
い
、
平
成
31
年
度

に
整
備
す
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
学
校
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。「

雨
に
も
負
け
ず
、
夏
の
暑
さ

に
も
負
け
ず
」
は
、
今
年
の
よ
う

な
酷
暑
が
続
く
と
過
去
の
も
の

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

学
校
以
外
の
未
整
備
施
設
は
、

市
民
体
育
館
、
武
道
館
等
が
あ
り

ま
す
。
最
近
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
、
一
定
規

模
の
大
会
に
お
い
て
は
冷
暖
房

が
整
備
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ

る
こ
と
が
開
催
の
条
件
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
市
民
体
育
館
の

冷
暖
房
整
備
は
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
、
学
校
を
含
む

公
共
施
設
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に

対
す
る
支
援
措
置
を
検
討
す
る

と
い
う
内
容
の
報
道
が
さ
れ
て

お
り
、
市
と
し
て
早
期
の
対
応
を

願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

勝
手
な
が
ら
、
来
年
は
普
通
の

夏
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
エ
ア
コ
ン
整
備

みなみ学園義務教育学校（ハイグレード）
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各館の行事予定 10月
笠間図書館

◆おはなし会�
（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
10月� 5日（金）�『おつきさまなにみてる』ほか
10月�19日（金）�『どんぐりとんぽろりん』ほか
◆おはなし会�
（4歳～小学生向け　午後2時～）
10月� 7日（日）�『りんごがひとつ』ほか
� �〈アイアイ〉
10月�14日（日）�『おやすみゴリラくん』ほか
� �〈箱田エプロン・ママ―ズ〉
10月�21日（日）�『おいもさんがね…』ほか
� �〈はぁとtoはぁと〉
10月�28日（日）�『むしっこサーカス』ほか
� �〈ハッピー〉
◆上映会（午後2時～）
10月�20日（土）�『続深夜食堂』（108分）
◆ギャラリー
◇9月28日（金）～10月24日（水）
　「和紙　ちぎり絵」

友部図書館
◆おはなし会�
（0歳～3歳向け　午前11時～）
10月� 4日（木）��『パンダともだちたいそう』

ほか
10月�18日（木）�『あかちゃんあかちゃん』ほか
◆おはなし会�
(4歳～小学生向け　午後2時～)
10月� 7日（日）�来てのおたのしみ！
� �〈すみれのWA〉
◆講談社「全国訪問おはなし隊」�
　キャラバンカーが来る！
10月�27日（土）�午後3時～
◆�ギャラリー
◇10月2日（火）～10月14日（日）
　「子ども読書フェスティバル作品展示」
　子ども読書フェスティバル実行委員会
◇10月16日（火）～10月28日（日）
　「トールペインティング展示」
　�トールペインティングスタジオ�ピュア・ハート

◇10月30日（火）～11月11日（日）
　「水墨画展示」常陽水墨会

岩間図書館
◆おはなし会�
（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
10月�11日（木）�来てのおたのしみ！
＊場所：岩間子育て支援センター�くりのこ
◆おはなし会�
（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
10月� 7日（日）�『はしれ!カボチャ』ほか
◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
10月�13日（土）�『どうぞのいす』ほか
� �〈めだかクラブ〉
10月�27日（土）�来てのおたのしみ！
� �〈めだかクラブ〉

　笠間市立図書館では、秋の読書週間にあわせて、「子ども読書フェスティバル」を開催します。
　それぞれの図書館で活動しているボランティア団体のみなさんが中心となり、楽しい企画を用意してお待ちし
ています。
　どなたでも無料でご参加いただけますので、ご家族やご友人とぜひお越しください。大人のみなさんも、子ど
もたちと一緒に本の世界を楽しみましょう！

昨年の
読書フェスティバルの

様子

笠間図書館 友部図書館 岩間図書館

子ども読書フェスティバル
子ども読書活動推進事業

開催日時 実施場所 内　　容

10月14日（日）
午前10時～12時30分

友部図書館
2階　視聴覚室

絵本の読み聞かせの他、市民の皆さんから応募いただいた、読書
感想文、読書感想画、手作り絵本など作品の展示と優秀作品の表
彰式を開催します。なお、応募いただいた作品は、10月2日（火）
～10月14日（日）まで、友部図書館のギャラリーで展示します。

11月10日（土）
午後2時～3時30分

市民センターいわま
2階　会議室

絵本の読み聞かせや、絵巻物語、小学生の「読み聞かせ隊」による
大型絵本など、子どもから大人まで一緒に楽しめる企画がいっぱ
いです！

11月18日（日）
午後2時～3時30分

笠間図書館
2階　ホール

ボランティアのみなさんによる、おはなしや絵本の読み聞かせな
どの楽しい企画で開催します。
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楽しく遊ぼう！
　10月8日はぜひご家族でトモアへ！
場 所▶地域交流センターともべ「トモ
ア」各施設

駅前シネマ・活弁特集
日時・上映作品▶
　10月4日㈭
　　「用心無用」（67分）
　10月11日㈭
　　 「チャップリンのスケート」（15分）・

「ロイドの浮気者」（10分）・「キー
トンの化け物屋敷」（21分）3本立て

　10月18日㈭
　　 「キートンの蒸気船」（72分）・「チャッ

プリンの冒険」（18分）2本立て
　10月25日㈭
　　「猛進ロイド」（80分）
　※ 午後1時～と午後4時～の2回は、

佐
さ さ き
々木 亜

あ き こ
希子さんの実演でお送り

します。
　 いずれも1日4回上映（①午前10時
～②午後1時～ ③午後4時～ ④午後
7時～）

場所▶トモア　マルチホール

参 加費▶一般1,000円／身障者・シニ
ア800円／子ども500円／未就学児
は無料

　※ 映画を5回観ると、1回無料になり
ます。

申・問 地域交流センターともべ「トモ
ア」（友部駅前1番10号）
TEL 0296-71-6637

笠間の家
FROM	FLOWER	CHILDREN	
TO	A	GREEN	PSYCHEDELIA	
加
か と う

藤陽
よ う こ

子＋西
にしやま

山咲
さ や

耶＋須
す ど う

藤陽
よ う こ

子
日 時▶9月26日（水）～30日（日）午
前9時30分～午後5時（毎週月曜日
休館・最終日午後4時まで）

場所▶笠間の家ギャラリー
内 容▶①40年前のインド・ネパール写
真（加藤陽子）②リメイク・コラージュ

（西山咲耶）③南の花・花器・オブジェ
（須藤陽子）
料金▶無料

「不思議×折り紙×アリス展」
　Kanoko9の創作オリガミはハサミを
使わず折ることで表現されています。
ウサギを追いかけて、不思議な世界の
住人たちに会いに来てください。
日 時▶10月26日（金）～28日（日）午
前9時30分～午後5時　（毎週月曜日
休館・最終日午後3時まで）

場所▶笠間の家ギャラリー

やきもの通り商店会
登り窯作品展
日時▶10月30日（火）～11月11日（日）
場所▶笠間の家ギャラリー
内 容▶毎年3月に行われる登り窯まつ
りで焼かれた焼き物を展示し、11月
9日（金）には素焼きの陶板に呉須（青
い絵の具）で絵付けをします。
　「陶板絵付け体験」
　11月9日（金）午後1時30分～3時
　参加費：1,300円（ワンドリンク込み）

申・問 笠間の家（笠間市下市毛79-9）
TEL 0296-73-5521

※�納税には、簡単で便利な口座振替をご利用ください。
※�納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納税を
お願いします。
※�口座振替で納付の方は預金残高の確認をお願いします。

9月の納税等 納期限：10月1日（月）

国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料

（4期分）
（3期分）

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（実施日 7月26日）
【施設の維持管理（一般廃棄物・産業廃棄物）】
環境保全事業団より、維持管理状況の報告を受けた。
• ごみの受入投入方法については、展開検査ヤードで受入検
査を実施後、クレーン方式によりごみを均一に混合し、処
理能力（72.5t/日×2炉）以上のごみを投入しない。（日平
均104.5t）

• 炉の運転方法については、助燃バーナーを使用し、一酸化
炭素濃度が100万分の100以下となるようにごみを焼却し
ている。（維持管理目標値30ppm以下で設定。　結果：1
号炉10ppm　2号炉11ppm）

• ダイオキシンの発生防止については、燃焼室中の燃焼ガス
を摂氏800度以上に保ち、集塵器に流入する燃焼ガスを水
噴霧により摂氏175度以下に冷却している。

　 　また、煙突から排出される排ガス中のダイオキシン類の

濃度は、維持管理目標値である0.1ng-TEQ/N㎥以下と
なるように二次燃焼室において完全燃焼している。（結果：
1号炉　0.013ng-TEQ/N㎥　　2号炉　0.0087ng-TEQ/
N㎥）

• ばいじん中に含まれるダイオキシン類濃度は、年1回以上
測定し0.15ng-TEQ/gとなっている。

• 消火設備、粉じん飛散防止、害虫発生抑制、騒音・振動・
悪臭・水質など生活環境に支障が生じないよう整備または
実施している。

【現地監視】
　施設内の現況保全地を視察。

【次回の監視活動】
　廃棄物の受入について実施。
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笠間市からのお知らせ
かさま環境フェア2018
　笠間市の豊かな自然環境を未来へと
つないでいくために環境フェアを開催
します。
　環境に関する取り組みの展示、工作
やクイズなど家族みんなで楽しめるイ
ベントです。
日 時▶10月13日（土）午前9時～午後3
時30分　※予備日：10月14日（日）

場 所▶笠間市総合公園　管理棟前広場
（笠間市箱田867-1）
内 容▶環境に関する取り組みの展示・
体験、環境美化マナーポスターコン
クール表彰など

※ この事業は全国モーターボート競走
施行者協議会からの拠出金を受けて
実施するものです

問 かさま環境フェア実行委員会事務
局：環境保全課内（内線125）

特設行政相談所を開設
　10月15日（月）から21日（日）は行政
相談週間です。毎日の暮らしの中で困っ
ていること、望んでいることなどはあり
ませんか。
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱
された民間の有識者で、国や県、市な
どが行っている仕事に対する意見・要
望などを住民から受け、助言や関係行
政機関への通知などを行い、問題解決
の促進を図っていきます。相談は無料
で、秘密は厳守されます。
日時▶10月22日（月）午後1時～3時
場 所▶笠間ショッピングセンターポレ
ポレシティ　1階セントラルコート

※ 予約申し込みは不要です。お気軽に
ご相談ください。

問 秘書課（内線225）

いばらき都市緑化フェスティバル
　10月は「都市緑化月間」です。都市緑

化の大切さを楽しみながら感じていた
だけるよう、「いばらき都市緑化フェス
ティバル」を開催します。皆さんのご来
園をお待ちしています。
日 時▶10月27日（土）午前10時～午後
3時　※雨天中止

場所▶笠間芸術の森公園　イベント広場
内 容▶インテリアグリーン（ミニ観葉植
物）作成教室、ガーデニング教室、
球根つかみどり、木工教室、緑化相談、
まゆ玉工作教室、農産物・加工品直
売等。この他に大道芸人によるショー
タイムを計画中！

　※ 内容は予告なく変更となる場合が
あります。

問 管理課（内線575）

茨城県近代美術館からの 
お知らせ
開館30周年記念特別展
「ポーラ美術館コレクション―モ
ネ、ルノワールからピカソまで」
　茨城県近代美術館の開館30周年を記
念する特別展。国内随一ともいえる質
の高さを誇るポーラ美術館のコレク
ションから72点を選りすぐり、モネや
ルノワールなど印象派の名品からマ
ティス、ピカソらの20世紀絵画に至る
まで、フランス近代絵画の魅力を紹介
します。
期 間▶9月4日（火）～11月18日（日）
※月曜休館。ただし、祝日は開館、翌
火曜日は休館（9月18日（火）は開館）。

開 館時間▶午前9時30分～午後5時ま
で（入場は午後4時30分まで）

入 館料▶一般1,190（1,080）円／満70
歳以上590（540）円／高大生980

（850）円／小中生480（360）円
　※（　）内は20名以上の団体料金
　※ 障害者手帳・指定難病特定医療費

受給者証等をお持ちの方は無料
　※ 9月15日（土）～21日（金）は満70歳

以上の方無料
　※高校生以下は土曜日のみ無料
　※ 11月13日（火）茨城県民の日はす

べての方が無料
問 茨城県近代美術館
TEL 029-243-5111

トモアからのお知らせ
後期トモアカルチャースクール開
講のお知らせ
　前期も大好評だった「トモアカル
チャースクール」10月から後期がはじま
ります！各方面でスペシャリストとして
活躍する先生方を講師にお招きし、バラ
エティに富んだ講座をご提供します。そ
れぞれの講座の日時・内容・講師・参加
費など詳しくは案内チラシをご覧くださ
い。
場 所▶地域交流センターともべ「トモ
ア」各施設

いばらっきーも来るよ！トモア大
運動会（仮）
　「トモア大運動会」と称して、午前は、
内
うちむら

村航
こうへい

平と肩を並べ、2010年世界選手
権男子体操銀メダリストになった中

なかしま

島
立
たつき

貴さんの講演会・いばらっきーの生
みの親ミウラナオコさんのワークショッ
プ・エリートキッズ＆シニアの体験会、
午後は水戸ホーリーホックの選手達と

申 …申し込み　問 …問い合わせ

　ピエール・オーギュスト・ルノワール
　「レースの帽子の少女」1891年

ポーラ美術館蔵
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1
歳
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
を
助
成
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
感
染
を

完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
発
症
を
抑
え
る
こ
と
や
、
発
症
し
て
も
重
症
化
を

防
ぐ
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
期
間
内
に
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
65
歳
以
上
の
方
に
次
の
と
お
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
期
間
内
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

平
成
30
年
10
月
1
日（
月
）〜
平
成
31
年
1
月
31
日（
木
）

対 

象 

者

笠
間
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
1
歳（
接
種
日
現
在
）か
ら
中
学
3
年
生

助 

成 

額

接
種
1
回
に
つ
き
1,
0
0
0
円

（
差
額
分
は
自
己
負
担
。
接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

助
成
回
数

1
歳
～
12
歳
…
…
…
… 

2
回

13
歳
～
中
学
3
年
生
… 

1
回

実
施
場
所

市
内
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

実
施
方
法

①
医
療
機
関
に
予
約
を
し
ま
す
。

② 

当
日
は
、「
母
子
健
康
手
帳
」「
健
康
保
険
証
」を
持
参
し
、
医
療
機
関

備
え
付
け
の「
説
明
書
」
を
読
み
、「
笠
間
市
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
診
票
」を
記
入
後
、
接
種
し
ま
す
。

③
差
額
分
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

接
種
に
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
何
ら
か
の
理
由
で
同

伴
が
で
き
な
い
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
保
護
者
が
予
診
票
と
説
明
書
を
受

け
取
り
、
予
診
票
に
接
種
の
希
望
を
保
護
者
が
自
署
し
た
う
え
で
、
お

子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
普
段
よ
り
熟
知
し
、
保
護
者
に
代
わ
る
方
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

平
成
30
年
10
月
1
日（
月
）〜
平
成
31
年
1
月
31
日（
木
）

対 

象 

者

・
65
歳
以
上
の
方（
接
種
日
現
在
）

・ 

60
～
64
歳
で
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方（
身
体
障
害
者
1

級
程
度
）

助 

成 

額

接
種
1
回
の
み
1,
5
0
0
円（
差
額
分
は
自
己
負
担
。
接
種
費
用
は
医

療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

※ 

対
象
者
で
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
が
免
除
と
な
り
ま
す
の

で「
生
活
保
護
受
給
証
明
書
」を
医
療
機
関
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
方
法

●
市
内
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合

　
①
医
療
機
関
に
予
約
を
し
ま
す
。

　
② 

健
康
保
険
証
を
持
参
し
、
医
療
機
関
備
え
付
け
の「
高
齢
者
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
」を
記
入
し
、
接
種
し
ま
す
。

　
③
差
額
分
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
市
外
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合

　
① 

保
健
セ
ン
タ
ー
に「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
」

を
申
請
し
ま
す
。

　
　
（ 

予
診
票
の
申
請
は
、
9
月
20
日（
木
）か
ら
の
受
け
付
け
と
な
り
ま

す
。）

　
②
医
療
機
関
に
予
約
を
し
ま
す
。

　
③ 
記
入
し
た「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
」と
健
康

保
険
証
を
持
参
し
、
接
種
し
ま
す
。

　
④
差
額
分
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【申請・問合わせ先】保健センター　TEL	0296-77-9145

小
児
・
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

◯	

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

◯	

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
実
施
に
つ
い
て
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● 笠間市開催の競技にちなんだゲーム
　・ゴルフ…スナッグゴルフゲーム
　・軟式野球…ボールをつかって的当て
　・クレー射撃…おもちゃの銃をつかって的当て
●スピードガンチャレンジ※

　 あなたの球速は？野球のボールを投げて、測定して
みよう!!

※ 中学生以上対象で、午前11時～12時に実施予定です。

●シールラリー
　 条件をクリアし、シールをもらって台紙を完成しよう。
●缶バッジ製作
　 好きな絵柄を選んだら、色を塗ったり、書き込
んだりして、世界にひとつあなただけのオリジ
ナルバッジを作ろう。

●カウントダウンボード除幕式　●国体ダンス披露!!

　「かさま健康歩イント事業」は、無料スマートフォンアプリとWebサイトを活用し、歩数に応じて、笠間市地域ポイン
トが貯まり、市の特産品と交換できる事業です。
　ウォーキングは身近で手軽に取り組める運動習慣です。ウォーキングで健康づくりをはじめましょう。

【対　　象】・市内在住の19歳以上の方　・スマートフォンをお持ちの方
【参 加 費】 無料（アプリ、Webサイトの使用に伴う端末本体、通信料は利用者負担）
【登録方法】
　①ウォーキングアプリ「RenoBody（リノボディ）」をインストールします。
　　※各アプリストアで「RenoBodyで検索」
　②健康管理サイト「Karada.Live（カラダライブ）」の新規登録をします。
　　※Webサイトの登録は（https://karada.live/entry/kasama）から
　③「RenoBody」と「Karada.Live」の連携設定をします。
　④ 「RenoBody」と「Karada.Live」の連携設定後にヘルシーポイントを貯めることができます。貯めたヘルシーポ

イントは地域ポイントに自動交換されます。
　　※�地域ポイントへの交換にはKapoCaに登録し、保健センターで「Karada.Live」と連携する必要があります。

【問い合わせ】健康増進課（内線447・448）

ウォーキングで健康づくり ～ウォーキングで笠間市の特産品を手に入れよう～

カラダライブ―	リノボディ	―

Androidios

【問い合わせ】
国体推進室（内線242）

茨城国体開催一年前イベントを実施します！

←笠間市
　国体HP

ボランティア、協賛企業・団体、花いっぱい運動の協力団体、
弁当調製業者、売店出店者を募集中！

ゴルフリハーサル大会、クレー射撃リハーサル大会を実施しました
　両大会は、関東ブロックの8都県（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県）が競いました。

●ゴルフリハーサル大会
　第73回	国民体育大会関東ブロック大会　少年男子
【競技日】 7月13日
【会場】 宍戸ヒルズカントリー

クラブ（笠間市南小泉
1340）

【結果】  茨城県は見事2位に
輝き、福井国体に出
場します。

●クレー射撃リハーサル大会
　第73回	国民体育大会関東ブロッククレー射撃大会
【競技日】 8月1日
【会場】 茨城県狩猟者研修センター

射撃場（笠間市石寺680）
【結果】  茨城県は、団体の部 ト

ラップ種目3位、スキート
種目8位、トラップ種目で
福井国体に出場します。

　視察にお越しくださった皆さん、応援に駆けつけてくださった皆さん、関係者およびボランティアの皆さん、大変お世話に
なりました。ありがとうございました。
　軟式野球競技のリハーサル大会は（11月3日～5日）です。次回で詳細をお知らせします。

国体フェスティバル

茨城国体カウントダウンイベント

参加無料10月13日（土）
午前8時30分〜午後2時

9月28日（金）
午後6時〜

会場： 笠間市総合公園市民球場（笠間市箱田867-1）

会場： 笠間ショッピングセンターポレポレ　セントラルコート（笠間市赤坂8）

1番ホールスタートの様子 トラップ種目でクレーを撃つ選手

当日の天候等によっては、予告無く内容を変更する場合も
ありますので、あらかじめご了承ください。

【例】
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て

景
品
を
ゲ
ッ
ト
!!

内容

笠間市民運動会		同日開催
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かさま新栗まつり
　「笠間の栗」を広くPRするため、栗をテーマにした「第12回かさま新栗
まつり～笠間の「新」栗、新たなるステージ」を笠間芸術の森公園で開催し
ます。
　栗菓子、生栗などの販売や、栗を使ったゲーム、栗スイーツ作り体験教室、小
学生からアイディアを募る『かさまの「栗」アイディアレシピコンテスト』などが
あり、家族連れでも楽しめるおまつりです。
　また、今回も各店舗の特色を詰め込んだモンブランが集まるコーナーや特別企画
などのイベントを企画しています。
　ぜひ、ご来場いただき、旬の栗をご賞味ください。

第12回

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg. jp/mobile

人口と世帯数 ●人　口：75,079人（−1人）　男�36,750人（＋7人）　女�38,329人（−8人）
●世帯数：28,848世帯（＋32世帯）　●7月の出生数：42人　●7月の死亡数：57人

《常住人口8.1現在》
（　）内は前月比較

今
年
も
秋
の
味
覚

栗
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
！

　ゆで栗・栗ご飯をはじめ、和菓子・洋菓子などさまざまな用途
で使用されている「栗」。とっても美味しい秋の味覚「栗」の季
節が今年もやってきます！
　笠間市は、温暖な気候と肥沃な大地に恵まれ、日本一と
名高い「栗」が生産されています。

笠間の「新」栗、新たなるステージ

9月29日（土）・30日（日）
午前9時～午後4時

笠間芸術の森公園		イベント広場
（笠間市笠間2345）

日時

会場

○アクセス
　電車で▶ JR常磐線「友部駅」から、かさま観光周遊バスで約10分。また

はJR水戸線「笠間駅」から、かさま観光周遊バスで約15分。
　お車で▶北関東自動車道「友部IC」から、国道355号に入り約10分。

【問い合わせ】「笠間の栗」を考える会（事務局：農政課内	内線527）

今年から会場が
変わります

新栗まつりの様子

第12回特別企画 大きな栗カンブッシュづくりに挑戦！
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